
令和２年度 自然と共生するスマートエコアイランド種子島シンポジウム

～ 次世代が考える持続可能な社会とは ～

１．趣旨

種子島では、平成 26 年度から大学や企業等と行政・地域が連携し、地域課題と先端的な研究成果を結び

付け、課題解決を図り、持続的な社会モデルを構築しようとする取り組みが行われています。さまざまな産官

学連携はエネルギーや健康医療、農業を中心に地域など様々な分野へと研究が広まっており、次世代への

育成にも注力しています。また、今年度は、１市２町と東京大学未来ビジョン研究センターで包括連携協定を

締結し、持続的な循環型社会の実現に向けて再度、想いを共有しました。

本シンポジウムでは、包括連携協定後の具体的な取り組み内容や次世代が描く種子島のめざす未来ビジョン

について共有するとともに、相互の関わりによる共創と協働の意識を深めていきます。

２．日時：令和３年３月６日（土） 13 時 00分 （開場 12：30）

３．場所：鹿児島県西之表市西之表 7600 番地 西之表市民会館 ホール

４．方法：市内等（緊急事態宣言区域地域外）参加者は事前予約で人数を制限し、リモートでも開催

５．プログラム

13：00 開会

13：00 開会の挨拶 西之表市長 八板俊輔

【第１部】研究活動講演

13：05 研究活動報告

「包括連携協定と今後のイノベーションエコシステムの醸成について」（40 分）

東京大学未来ビジョン研究センター 准教授/総括プロジェクト機構「プラチナ社会」総括寄付講座

代表 菊池 康紀

「種子島での地域創生の取り組みについて」（15 分）

出光興産株式会社 Next 事業室

次長（兼）素材・サービスグループリーダー 中村 暢之

「未来ワークショップを中心とした「総合的な学習/探求の時間」プログラムの実践」（15 分）

芝浦工業大学 建築学部建築学科 教授 栗島 英明

14：15 休憩 （10 分）

【第２部】高校生の活動発表 「私たちが考える種子島の未来～持続可能な社会をめざして～」

14：25 種子島高校２年１組活動発表 前半（3班×10分）

14：55 質疑（10 分）

15：05 休憩（10 分）

15：15 種子島高校２年１組活動発表 後半（3班×10分）

15：45 質疑（10 分）

15：55 第２部総括（20 分） 千葉大学大学院 社会科学研究院 教授 倉阪 秀史

16：15 全体総括（5分） 東京大学 理事・副学長 大久保 達也

16：20 閉会の挨拶 西之表市副市長 中野 哲男

16：30 閉会

６．主催 西之表市

後援 鹿児島県、中種子町、南種子町、種子島地域産業推進協議会

東京大学未来ビジョン研究センター、東京大学総括プロジェクト機構「プラチナ社会」総括寄付講座、

化学工学会、プラチナ構想ネットワーク

７．問い合わせ 鹿児島県西之表市 経済観光課商工政策係 担当 久留・横山
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